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宮
北
到
隠
士
春
求
信
制
と
附
帯
す
る
こ
と
が
あ
る
。
元
文

=
近
年
十
二
用
十
二
日
夜
し
た
。
一
哲
也
に
位
続
的
川

・

-
昨
芯
採
戒
が
あ
る
。

一

イ
虫
ガ
h
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ニ

椋
ヶ
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一
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河
k
m
財
布
郷

一
に
印
刷
す
る
押
印
古
川
。
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イ
虫
ゴ
リ
ン
ト
ウ
椋
五
輪
堵

2
u
一
関
院
|

石
川
泌
総
来
初
出
一
附
院
境
内
に
置
か
れ
て
あ
る
が
、

手
取
河
原
か
ら
出
た
も
の
と
い
ふ
。古
川
さ
四

O
纏

・

厚
さ
六
極
、
幅
最
下
で
一
ニ

O
艇
の
舟
底
形
を
な
す
石

M
の
表
面
に
、
五
倫
が
刻
せ
ら
れ
て
町
り
、
そ
の
水

船
に
は
料
品
字
が
陰
刻
せ
ら
れ
る
が
、
年
川
町
等
は
川
県

い
。
室
町
末
期
の
，
も
の
で
あ
ら
う
。

合
一
)
恰
岩
悦

l
M出
島
郡
三
引
の
恰
岩
院
に
も
三
誕
の

絞
五
輪
塔
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、
丈
四

O
組
。
五
輪

の
給
腕
だ
け
を
陰
刻
し
、
中
央
に
五
大
蔵
子
と
道
背

制
定
門
、
左
右
に
天
正
口
子
口
口
六
日
と
刻
す
る
。

そ
の
こ
は
、
丈
五

O
拠
。
閉
山
部
三
角
形
を
な
し
、
中

央
に
小
五
給
堵
を
陽
刻
す
る
。
そ
の
三
は
、
丈
五

O

邸
、
全
聞
に
五
蛤
を
川
崎
刻
し
、
水
愉
に
金
剛
山
汁
大
日

開
問
子
を
陰
刻
す
る
。

イ
h
F
サ
カ
イ
チ
エ
モ
ン
板
坂
市
右
衛
門

初
め

丹
羽
長
震
に
付

へ
た
が
、

限
長
六
年
前
川
利
長
に
来

仕
し
、
大
坂
一
件
役
に
一
一
，
丸
で
首
一
つ
を
鋭
、
政
訟

に
八
百
石
に
主
白
、
曾
即
時
中
行

・
御
山
内
細
則
余
命
前

判
中
行
に
服
任
し
、
施白一永
十
周
年
夜
。
子
孫
掃
に
附
聞
出

し
た
。

イ
タ
ヅ
リ
ヨ
ウ
ホ
板
津
了
甫

板
津
氏
は
加
到

土
者
の
訟
で
、
元
組
~J
甫
は
前
回
利
長
に
召
出
さ

れ
、
三
子
が
あ
っ
た
。
長
男
左
一矢
術
は
三
百
石
を
受

け
た
が
、
そ
の
曾
孫
富
市
郎
は
元
職
中
幼
少
相
紛
で

三
の
一
中
に
早
附
し
て
断
絶
し
た
。
二
男
八
兵
衛
は

四
百
石
を
賜
は
っ
た
が
、
こ
れ
も
そ
の
品
目
孫
勉
之
助

の
問
、
日
子
保
十
七
年
三
の
一
一
制
約
中
に
早
世
し
て
断

絶
し
た
。
三
男
は
白
目
で
寂
津
正
的
と
い
ひ
、
延
賀

七
年
残
し
た

o
E約
に
子
な
〈
、
本
多
政
長
の
家
士

某
の
次
男
作
左
衛
門
治
跡
を
受
け
た
が
、
亭
保
十
一

年
亦
断
総
し
た
。

介
成
家
の
子
阪
同
仲
介
成

R
。
そ
の
子
仮
祐
三
郎
封

筒
。
?
で
の
干
同
小
三
郎
家
日
以
は
承
久
三
年
家
制
聞
の

お
に
討
た
れ
た
。
文
家
授
の
弟
に
奴
定

・
n
M
羽
が
あ

る
。
成
長
は
能
渋
川
町
飯
出
郷
に
応
た
の
で
あ
ら
う
。

イ
h
F
ヅ
ゴ
ウ

板
津
郷
能
実
却
に
邸
L
、
務
政

時
代
で
は
椀
・
御
鮪
上
枚
・下
牧
・鶴
ヶ
烏
・
中
野
・鍛

冶
・
小
島
・
長
附
坊
丸
・大
島
・
一一品坂
・税
上
・
山
口
釜

屋
・
吉
原
釜
雇
・
一明烏
・
樹
拙
・出
・
滋
開
設
下
，
江
・

犬
丸
・必
梨
・
怒
川
・
中
，
江
・一
日間堂
・
高
堂
新
・
寺
井
・

束
任
凶
・
間
任
凶
・
五
削
堂
・
中
，
庄
・
一刷凶

・
二
口・

野
・歪
佐
・
印
内
・赤
井
・吉
際
・渓
・朝
同
・向
河
原
・久

五
郎
烏
・
橘
・
備
新
・
下
製
笠
の
四
十
五
ヶ
村
を
含
ん

で
ゐ
た
Q

外
に
小
松
町
を
板
袖
印
刷
却
で
あ
る
と
す
る
設

も
あ
る
。

イ
h
m
ヅ
シ
ョ
ウ
テ
キ
板
津
正
的

泊
判
明
袋
一

、

又
は
不
守
一

、
盲
人
に
し
て
線
校
と
な
っ
た
。
凶
製

に
泌
じ
、
辿
似
を
附
刷
出
直
肢
に
製
び
、
前
出
利
治
に

仕
へ
て
十
人
扶
持
を
受
け
、
綱
紀
の
幼
時
よ
り
之
に

近
侍
し
、
究
官
入
八
年
九
且
そ
の
武
辺
長
久
を
析
る
た

め
、
白
山
比
時
前
駐
に
濁
吟
百
部
の
辿
献
を
献
っ

た
。
若
す
加
に
正
的
保
紀
一
怨
が
あ
る
。
延
期
目
七
年

授
。

四

イ
主

J
aン
ヤ
マ
板
J

丹
山

民
主
部
調
叉
の

一
高
さ
一

O
O握
、
幅
四
O
額
、
間
押
さ
一
五
岬
闘
の
ヰ
舌

東
南
に
在
る
山
。
高
さ
二
六
九
米
。
山
開
卸
石
安
山

一
形
で
、
頭
部
と
身
部
の
界
を
向
く
し
、
そ
の
下
の
間

岩。

一
樹
中
に
金
剛
界
大
日
の
純
子
を
刻
す
る
。
銘
文
は
な

イ
主
パ
シ
テ
ィ
板
橋
邸

↓
ヒ
ラ
ヲ
テ
イ
平

一
い。

尾

邸

。

一

2
0前
伎
の
板
僻

l
臥
京
都
前
彼
な
る
澗
光
寺
に
存

イ
h
F
ビ

板
碑

膝
下
に
於
い
て
翠
見
せ
ら
れ
た
一
す
る
。
高
さ
一
入
五
額
、
下
郎
幅
八
九
額
、
上
部
幅

板
陣
式
石
率
都
婆
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
一
六
九
額
、
厚
さ
一
五
程
、
頭
部
三
角
形
。
袋
而
巾
央

〈
一
)
小
原
の
板
碑

l
石
川
郡
小
原
地
内
薬
師
寺
批
に

一
四
割
中
に
粥
陀
の
種
子
、
そ
の
下
に
二
倒
の
間
柄
が

在
っ
た
が
、
今
鶴
来
の
民
家
に
移
さ
れ
て
ゐ
る
。
高

一
あ
っ
て
税
者
と
勢
子
の
種
子
を
刻
す
る
。
銘
文
は
も

さ
五
六
纏
一

、
上
眠
一
五
程
、
下
幅

一
入
復
、
厚
さ

一
と
有
っ
た
や
う
に
見
え
る
。

一
O
寝
乃
至
二
二
一
程
。
三
角
頂
の
下
に
二
線
を
削
し
、
一
(
七
〉
前
設
の
寂
碑

l
前
記
の
も
の
L
左
に
並
ぶ
。
高

そ
の
下
部
鞘
低
く
、
中
央
闘
相
内
に
金
剛
界
大
日
の

一
さ
一
一
一
一
入
額
、
下
幅
入

O
糎
、
上
幅
六
九
板
、
原
さ

程
子
を
刻
し
た
ば
か
り
で
、
銘
文
等
は
盤

い
。
加
賀

一
一
一
二
一
程
。
中
央
上
部
間
相
内
に
不
動
の
積
子
を
刻
す

に
在
つ
て
は
こ
の

一
基
の
外
来
だ
震
見
せ
ら
れ
ぬ
。

一
る。

会
一
)
申
段
の
仮
碑

l
鳳
至
郡
中
段
小
字
仁
王
堂
な
る

一
(
入
〉
前
披
の
板
仰

l
市
民
に
前
記
の
も
の
L

左
に
辿

古
寺
祉
の
阿
疏
陀
堂
と
群
す
る
所
に
存
す
る
。
砕
身

一
ぶ
。
長
さ
一

O
九
纏
、
下
幅
五
六
級
、
上
幅
四

一
幌
、

の
高
さ
一

O
九
樫
、
厚
さ
四
五
極
、
絹=一

O
纏
乃
主

一
原
さ
一
五
纏
。
上
部
中
央
に
脳
相
は
あ
る
が
、
郁
子

三
三
位
の
緑
泥
片
板
岩
で
、
そ
の
三
角
頂
の
下
に
二

一
も
銘
記
も
な
い
。

総
を
削
し
、
指
陀
三
億
の
日
出
子
を
刻
し
た
下
部
中
央

一

イ
h
F

へ
ギ
ブ
ギ
ヨ
ウ
板
批
奉
行

尿
船
板
の
製

に
正
刷
出
低
年
二
且
の
文
字
は
あ
る
が
、
活
文
趣
旨
な

一
這
保
管
に
関
す
る
奉
行
で
あ
る
。
見
文
元
年
小
針
彦

ど
は
冊
目
い
て
な
い
。

一
次
郎
・佐
行
儀
共
衡
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
そ
の
始
ら

全
一
)
明
千
寺
の
板
僻
|
臥
至
郡
明
千
寺
な
る
明
示
寺

一
し
い
。
雨
入
の
死
後
、
一
冗
徹
二
年
二
且
吉
見
揃
次
右

の
庫
裡
附
近
に
在
る
。
表
面
五
輪
塔
婆
二
個
を
浮
彫

一
衛
門
・
櫛
地
共
右
術
門
が
命
ぜ
ら
れ
、
以
後
同
人
光

と
し
て
抽
出
べ
、
そ
の
水
輪
中
に
合
準
し
た
仰
惚
各
一

一
辿
的
制
し
た
が
、
設
何
十
三
年
六
且
股
せ
ら
れ
た
。

を
去
す
。
総
高
九
七
館
、
下
幅
五
七
組
、
上
幅
五
=
二

イ
h
m

マ
へ
マ
チ
板
前
町

金川
仰
の
町
名
。
天
榊

担
、
厚
一
一
一
極
、
上
部
三
角
形
で
文
字
は
な
い
。

一
町
の
裂
地
で
、
も
と
滞
の
板
前
の
認
の
郎
地
で
あ
っ

(
四
)
明
千
寺
の
叡
碑

l
問
明
泉
寺
の
商
小
字
ウ
ワ
ダ

一
た
放
の
名
で
あ
る
。

ジ
の
議
中
に
岡
大
の
二
基
が
並
立
す
る
。
高
さ
一
一

一

イ
主
マ
へ
モ
ノ

板
前
者

組
叡
附
の
略
都
で
、

五
組
、
上
部
稲
原
共
に
二
六
寝
の
方
錐
形
。
頭
部
と

一
議
で
は
開
組
問
問
奉
行
に
図
す
る
料
理
人
の
下
役
で
あ
っ

身
部
の
界
に
二
僚
の
幅
三
樫
弱
の
部
が
四
方
を
総

一
た
。
菅
君
雑
録
に
、『
元
鰍
十
四
年
六
且
四
日
御
門
割
問山

り
、
そ
れ
よ
り
少
し
下
っ
て
図
柄
中
に
金
剛
界
大
日

一
御
料
理
人
七
人
扶
持
之
者
五
人
、
三
十
山
問
先
に
被
仰

の
蕗
子
が
彫
つ
で
あ
る
。
銘
文
は
な
い
。
一
付
。
日
又
唯
今
迄
板
前
之
者
定
番
足
限
に
被
仰
付
、

〈
五
〉
明
千
寺
の
叡
碑

l
前
記
の
右
に
組
ん
で
ゐ
る
。
一
百
六
十
目
に
耐
勤
来
候
小
人
板
前
を
糊
勤
め
、
名
目

ー一一


